
岡山県立 矢掛高校

取組等の概要

やかげ学・講座 やかげ学・実習 やかげ学・発表会

やかげ学
～地域に支えられ、
地域を支える学校独自の教科～

（普通科総合コース・2年～3年）

○取組の目標
高校時代は誰しも自分の将来に期待と不安を持っています。自分にはどんな仕事が向いているのか、

自分はどんな生き方をしたいのか。「やかげ学」では学校の中だけではなかなか見えてこないそんな悩
みについて、地域に出て地域の方々の協力を得ながら体験的に学びます。実習先での反応を肌で感じ、
社会に貢献できる実感も得られます。生徒それぞれの未来が自分の中で少しずつ見え始め、ちょっとし
た自信もつき、社会参画の意義も分かり始める。「やかげ学」ではそんなところを目指しています。

○取組の特徴

１ 座学だけではなく、町に出ての実習活動を重視
２ 町の子どもや大人、お年寄り等との異世代交流を重視
３ 体験から学んだことを、自分たちの言葉で表現することを重視

○取組の概要 ＊普通科総合コース・2年～3年 毎週木曜日（午後）実施

① やかげ学・講座（2年1学期）

まずは矢掛町のことを知るために、町役場の方々等に高校へ来て

いただき、様々な町の特徴をお話していただきます。
（例：自然、農業、産業観光、福祉、文化など）

② やかげ学・実習（2年2学期～3年夏）

矢高と協定を結んでいる町内13の施設の中から自分が行きたいと

ころを選び、毎週木曜日の午後そこへ一年間通い続けます。施設
の方の御指導のもと、仕事の一部を任せていただくことで、地域
で働くことのリアル体験をしていきます。
（実習先：保育園×2・小学校×7・福祉施設×2・図書館・農業施設）

③ やかげ学・発表会（3年2学期）

講座と実習で学んだことを振り返り、2年間でどんなことに気づ

き、どんなことをしようと考えるようになったのか、町の文化セ
ンター大ホールで発表します。
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